
             

介護認定調査だより    (No.１2)   
 

いつもご覧いただきありがとうございます。 

今回のテーマは【一次判定ロジックと認定調査票提出前の確認】について取り上げます。 
 

一次判定ソフトでは、「心身の状態」から「介護の時間」を推計します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基本調査項目７４項目の情報をもとに、まずは中間評価項目得点と呼ばれる、5つの群の得点がソフトの中で算出

されます。このようにして推計された 8 つの介助時間を合計したものが基準時間となり、一次判定結果が決定され

ることになります。 

 
要介護認定等基準時間のもとになる 8つの行為区分ごとの介助時間の算出をする仕組みが、 

いわゆる「樹形モデル」もしくは「樹形図」と呼ぶものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
左の図で示す「移動」のように、個別の基本調査項目

が樹形図の分岐に用いられている箇所もありますので、 

そうした部分については、調査員のチェック結果が

より直接的に基準時間に影響を与えること
になります。 
令和元年度 厚生労働省 認定調査員能力向上研修       

「一次判定ソフトの基本的な構造(樹形モデル)」より抜粋 

 

奈良市 介護福祉課審査係 令和 2年１2月 
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基本調査項目の選択と特記事項が合致しない、 

基本調査項目の選択がされていない（空欄）等のケアレスミスが多く見受けられます。 

先に示した「樹形図」によれば、選択によって基準時間が異なり介護度が変わるケースも少

なくありません。誤った情報が介護認定審査会に繋がらないよう、認定調査票提出の前には、 

項目の選択に誤りがないか、特記事項全体を読んでみて関連する調査項目ごとの

チェックの矛盾はないか、記入もれはないか、必ず確認をお願いします。 

 

□ 基本調査の選択肢と、特記事項の記載内容は合っていますか？ 

□ 選択もれ、記載もれ、誤字や脱字はありませんか？ 

 

奈良市介護保険認定調査員マニュアル「認定調査の実施及び留意点」

最終ページ(P10)にて、認定調査票提出前にご利用いただけるチェック

シートを掲載しています。 

よりよい認定調査票のために、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

■「介護認定審査会の手順と特記事項の書き方」解説動画 セクション３「二次判定」 

「介護認定審査会に、認定調査員はどんな情報を提供すればいいのでしょうか？」 

特記事項の記載のポイント、審査会委員が議論する上で重視していることを聞いたアンケート結果を

動画でわかりやすく解説しています。 

 
 

アンケートにご協力ください。無記名でお答えいただけます。 

今後の「介護認定調査だより」に取り上げて欲しい調査項目を、是非お聞かせください。 

！ 

おすすめ 解説動画 

認定調査票の提出前に… 

 


